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★
山
本
屋
敷 

〜
江
戸
時
代
か
ら
残
る
武
家
屋
敷
〜

★
矢
櫃
地
区 

〜
港
を
見
下
ろ
す
坂
の
ま
ち
〜

基
本
デ
ー
タ

　

山
本
屋
敷
は
、
港
町
に
あ
る
江
戸
時
代
に

建
て
ら
れ
た
紀
州
藩
地
士
の
邸
宅
で
、
歴
史

的
に
も
文
化
的
に
も
価
値
が
高
い
武
家
屋
敷

で
す
。
現
在
は
、
空
き
家
と
な
り
傷
み
が
激

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

価
値
あ
る
屋
敷
を
後
世
に

残
す
た
め
、
集
客
で
き
る
施
設

（
宿
泊
施
設
・
カ
フ
ェ
）
と
し

て
蘇
ら
せ
る
。

未来図

東
洋
文
化
研
究
家
で
、
各
地
で
古
民
家

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ

る
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
、
山
本
屋
敷
の
価
値
を
皆

さ
ん
と
共
有
し
ま
し
た
。

◆
講
演
会

普
段
は
中
に
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
山
本
屋
敷

を
開
放
し
、
実
際
に
見

て
も
ら
う
こ
と
で
魅
力

を
伝
え
ま
し
た
。

◆
見
学
会

有
田
市
の
魅
力
・
将
来
像
を
テ
ー
マ
に
、

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

紀
州
の
お
殿
様
も
愛
し
た
「
山
本
屋
敷
」

を
、
市
民
の
皆
様
が
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
立
派
な
施
設
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る

こ
と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
す
。

　

有
田
市
の
い
わ
ゆ
る
〝
迎
賓
館
〞
と
し

て
、
特
別
な
日
、
ハ
レ
の
日
に
利
用
し
た

く
な
る
よ
う
な
施
設
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

山
本
屋
敷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

基
本
デ
ー
タ

　

約
四
百
年
前
、
紀
州
藩
の
初
代
藩
主
徳
川

頼
宣
公
が
漁
師
夫
婦
を
住
ま
わ
せ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
矢
櫃
地
区
。
漁
業
が

盛
ん
で
し
た
が
、
近
年
は
高
齢
化
が
進
み
、

空
き
家
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　

矢
櫃
の
特
性
、
風
光
明
媚
な

景
観
や
空
き
家
を
活
用
し
、
人

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
。

未来図

矢
櫃
活
性
化
を
は
か
る
和
歌
山
大
学
観

光
学
部
の
学
生
が
矢
櫃
地
区
の
お
宅
を

一
軒
一
軒
訪
問
し
、
地
区
の
現
状
把
握

と
住
民
と
の
関
係
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

◆
和
歌
山
大
学
と
の
住
民
ヒ
ア
リ
ン
グ

図
面
お
こ
し
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、Ｄ
Ｉ
Ｙ
体
験
の
イ

ベ
ン
ト
で
一
般
の
方
の

協
力
も
得
な
が
ら
改
修

し
ま
し
た
。

◆
空
き
家
を
改
修

◆
Ｄ
Ｉ
Ｙ
体
験

約
30
年
間
途
絶
え
て
い
た
伝
統
行
事「
お

日
待
ち
」
の
裸
参
り
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

改
修
し
た
一
軒
の
空
き
家
を
移
住
交
流

の
場
と
し
て
活
用
し
、
矢
櫃
地
区
で
の
暮

ら
し
を
体
験
で
き
る
お
試
し
居
住
や
有
田

市
の
移
住
情
報
の
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

人
と
人
と
が
出
会
い
、
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
新
し
い
可
能
性

を
つ
く
り
だ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

矢
櫃
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

◆
伝
統
行
事
の
復
活

の
ぶ

と
く
が
わ

よ
り
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★箕島漁港
～太刀魚日本一の漁港～

★有田みかん海道
～海にのぞむみかんの道～

★地ノ島
～海水浴場のある無人島～

　県内屈指の水揚げ量を誇る箕島漁
港ですが、市内で新鮮な魚を買える
常設の施設がほとんどありません。

　今後は、現在の「とれピチ朝市」を
磨きあげるとともに、直売所等の運営
方法等について明確化していきます。

　とれたての新鮮な魚を提供
できる直売所やレストラン等
を作り、多くの人が集まる活
気あふれる漁港にする。

未来図

　マラソンだけでなく、様々な魅力
が眠っていますが、ごみの不法投棄
など、管理が行き届いていない面も
あります。

　今後は、サイクリングイベントや写
真コンテスト等を企画するとともに、
景観を守るルールづくりを検討します。

　これまで取り上げられてこ
なかった魅力を掘り起こすと
ともに、市内外のひとに愛さ
れる環境を受け継いでいく。

未来図

　地ノ島は、自然豊かで美しいビー
チがあり、夏は多くの人でにぎわい
ますが、オフシーズンになると、観
光客数がとても少なくなります。

　今後は、平地を整備し、キャンプが
できるスペースをつくります。また、
モニターツアー等で、魅力を広めます。

　一年を通じて多くの人が訪
れ、にぎわう場所にするとと
もに、訪れた人の心に残る
「おもしゃい宝島」をめざす。

未来図

まちの誇りをカタチに

西側海岸エリア★　つのプロジェクト５
まちの誇りをカタチにまちの誇りをカタチに

西側海岸エリア★　つのプロジェクト５西側海岸エリア★　つのプロジェクト５
　平成27年に策定した有田市まち・ひと・しごと創生総合戦略につい
て、市民の皆様と協働で諸施策に取り組んでいます。
　そのなかで、西側海岸エリアの5つの拠点を地域資源として磨きあ
げるプロジェクトがあります。
　このプロジェクトを通じ、まちの特徴や強みを「誇り」へとつな
げていきます。
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すくすく育て、みかんの木

　４月25日（火）、糸我保育所の子どもたちがみかんの
小木を植える体験を行いました。これは糸我地区の有志
団体「たちばな会」が子どもたちにみかんとふれあう機
会をもってほしいという思いで開催したものです。今回
みかんの木には、有田みかんの始祖とされる伊藤孫右衛門
の本みかんの小木を使用し、子どもたちは植えた木に
「はやく大きくなあれ」と願いを込めました。
　今後収穫まで一年を通じてみかんづくりを体験します。

香りをかたちに

　有田市の魅力を広めるため活動しているわいがや娘の
会の皆さんと箕島高校の生徒が協力し、みかんの花の有
効活用に取り組んでいます。
　５月９日（火）、協力農家のみかんの木から花を摘ませ
ていただき、午後から花の甘い香りが教室いっぱいに広
がる中、花びらとがくに分けていく作業を行いました。
仕分けられた花は商品開発に利用されます。

おいしいジュースそろいました

　５月11日（木）「有田市原産地呼称管理委員会　みか
んジュース官能審査会」を開催しました。有田みかんを
使用したジュースを対象にした今回の審査会では、ソム
リエなど、食のプロフェッショナルが試飲し、審査しま
した。結果、申請のあった3品すべてが基準点を上まわ
り、有田市認定みかんジュースとして認定しました。

絶景かな

　快晴に恵まれた５月14日（日）、第16回みかんの花街
道ウォークを開催し、市内外から145名の方が集まりま
した。
　今年は下中島地区からみかん山を登り、熊野古道山口
王子付近から河川敷へ戻る約８㎞のコースでした。みか
んの花もちょうど見頃を迎え、花の香りに包まれながら、
参加者らは有田市を見晴らす風景を堪能していました。

とう ま ご え も んい
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有田市の施策やまちの話題など…

大きな魚がとれました

海の幸を味わう

歌って踊って♪

動く魚にびっくり！
　トラックを船に、網の中の人を魚に見立てて、底引
き網漁の実演を行いました。一度網の中に入ってしま
うと、外には出られない仕掛け。魚がかかったところ
を、船の上から力を合わせて網を引っ張り上げます。
子どもたちの「よいしょ」というかけ声とともに、大
きな魚を引き揚げることができました。

　多くのボランティアスタッフが協力し、いかやきそ
ばや、たこ焼き、太刀魚のからあげなどをつくってく
れました。子どもたちも「めっちゃおいしい」と大満
足でした。

　タイ・サバ・カワハギ・イサギなど底引き網漁や定
置網漁で獲れた魚が大きな水槽いっぱいに泳いでいま
した。子どもたちはタモを使って泳ぐ魚を真剣に追っ
ていました。

　大峯章嗣さんのライブショーに大盛り上がり。子ど
もたちは大峯さんの歌声に合わせ、元気に踊っていま
した。

８月生まれのお子さん（就学前）募集中！氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ（50字以内）を添えてお申込ください。
応募多数の場合は抽選。応募方法／郵便・メール・持込　　　　秘書広報課（内線205）※宛先は裏表紙参照申・問

こ
ど
も
ス
マ
イ
ル

こ
ど
も
ス
マ
イ
ル

こ
ど
も
ス
マ
イ
ル

月
生
ま
れ

６

もり かわ

児嶋 悠杜ちゃん
こ じま はる と

（１歳）
はーたん！一歳お誕生
日おめでとう♡♡
みんなから好かれる可
愛い子に育ってね♡♡

もり かわ

狗巻 ちあちゃん
いぬ まき

（２歳）
ちーちゃん２歳おめで
とう♪日々の成長が楽
しみな毎日。大好きな
お姉ちゃんと仲良く元
気に大きくなぁれ♡

もり かわ

有本 好ちゃん
あり もと こう

（１歳）
こうちゃん1歳おめで
とう♡いつもニコニコ
可愛い笑顔でこれから
も元気に育ってね♡

もり かわ

網中 壮良太ちゃん
あみなか たらそ

（４歳）
４歳おめでとう！お料
理が大好きなそらた♡
これからものびのびと
元気に大きくなぁれ！
大好きだよ♡

もり かわ

中尾 仁勇ちゃん
なか お じん ゆう

（２歳）

お姉ちゃんと遊ぶ
の楽しいよ

もり かわ

瀧川 海里ちゃん
たき がわ かい り

（５歳）
５歳おめでとう♡やん
ちゃだけど、とても優
しくて素直なかいりく
ん♡これからもたくさ
んの人から好かれる男
の子に育ってね♡

たかやにいやんのお魚勉強会 ★ 今年も大盛況！

じしょうみねおお
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ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
放
送
等

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

　

湯
浅
保
健
所　

℡
63
ー
４
１
１
１

　

６
月
は
「
不
法
就
労
・
不
正
滞
在

防
止
の
た
め
の
活
動
強
化
月
間
」
で

す
。
情
報
が
あ
れ
ば
有
田
警
察
署
又

は
最
寄
り
の
交
番
、
駐
在
所
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

有
田
警
察
署 

℡
83
ー
０
１
１
０

　

環
境
基
本
法
で
は
、
６
月
５
日
を

「
環
境
の
日
」、
６
月
を
「
環
境
月
間
」

と
し
、
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
積

極
的
に
環
境
の
保
全
に
関
す
る
活
動

を
行
う
契
機
と
な
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

○
生
ご
み
は
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
詰
め
替
え
商
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
食
品
ト
レ
イ
な
ど
返
却
で
き
る
も

の
は
お
店
の
資
源
回
収
ボ
ッ
ク
ス

へ
返
却
し
ま
し
ょ
う
。

○
再
生
資
源
を
利
用
し
た
商
品
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

○
家
電
製
品
や
家
具
な
ど
は
、「
省

エ
ネ
型
の
も
の
」や「
長
期
間
使
用

で
き
る
も
の
」を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

　　

家
庭
用
コ
ン
ポ
ス
ト

（
生
ご
み
処
理
容
器
）を

利
用
し
て
、
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
の
減
量
、
た
い
肥
と
し

て
の
再
資
源
化
を
図
る
た
め
今
年
度

も
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
年
間
貸
与
条
件
を
履
行

し
た
方
に
譲
与
し
ま
す
。

申
込　

６
月
９
日
（
金
）
〜

対
象
者　

①
市
内
在
住
の
方　

　

②
２
ｍ
四
方
の
土
壌
の
土
地
を
お

持
ち
の
方

　

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

貸
与
期
間　

１
年
間

数
量　

20
個  

＊
１
世
帯
に
つ
き
１
個

貸
与
条
件　

①
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用

し
、
生
ご
み
の
減
量
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
。
②
市
が
実
施
す

る
利
用
状
況
等
の
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
す
る
こ
と
。

注
意
事
項　

①
コ
ン
ポ
ス
ト
を
勝
手

に
処
分
し
な
い
。
②
貸
与
中
に
生

じ
る
必
要
経
費
は
、
貸
与
を
受
け

た
方
が
負
担
す
る
こ
と
。

※

生
ご
み
処
理
機
の
貸
し
出
し
も
引

き
続
き
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
与
期

間
は
４
ヶ
月
で
す
。

　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

期
間　

10
月
６
日
（
金
）
ま
で

　

こ
の
期
間
中
、
特
に
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
（
ス
モ
ッ
グ
）
が
発
生
し

や
す
く
、
皆
さ
ん
へ
被
害
が
及
ば
な

い
よ
う
監
視
体
制
を
強
化
し
、
お
知

知
書
が
届
い
た
方
は
、
市
民
課
窓
口

で
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
が
で
き

ま
す
。

　

開
庁
時
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
次
の
日
程
で
市

役
所
を
開
庁
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
25
日
（
日
）

８
時
30
分
〜
12
時

持
参
す
る
も
の

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

②
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち

の
方
の
み
）

④
本
人
確
認
書
類

●
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
１
点

　
（
例‥

運
転
免
許
証
・
障
害
者
手
帳
・

在
留
カ
ー
ド
等
）

●
顔
写
真
付
き
の
証
明
書
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
、
顔
写
真
が
付
い

て
い
な
い
証
明
書
２
点
（
例‥

健

康
保
険
の
被
保
険
者
証
・
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
・
各
種
年
金
証

書
・
社
員
証
・
学
生
証
等
）

※

15
歳
未
満
の
方
の
受
取
時
は
、
本

人
と
法
定
代
理
人
の
来
庁
及
び
本

人
確
認
書
類
の
持
参
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

ご
不
在
等
の
た
め
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
方
の
個
人
番
号

の
通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
と
同
じ
日

時
で
、休
日
の
受
取
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
住
所
の
変
更
手
続
き
や
証

　

明
書
等
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

市
民
課
（
内
線
２
４
１
）

　

産
品
等
の
販
路
拡
大
活
動
に
お
け

る
費
用
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
し
ま
す
。

対
象
者
の
要
件

　

市
内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事
業

所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
及
び
個
人

事
業
主
、
又
は
農
業
者
・
漁
業
者
及

び
そ
れ
ら
で
組
織
さ
れ
る
団
体
。

補
助
対
象
事
業

①
県
外
及
び
海
外
で
開
催
さ
れ
る
展

示
会
、
見
本
市
、
商
談
会
等
へ
の

出
展
事
業

【
補
助
対
象
外
】

※

補
助
事
業
者
が
企
画
・
参
画
す
る

展
示
会
等
や
広
く
一
般
に
公
開
さ

れ
て
い
な
い
展
示
会
等
へ
の
出
展

※

販
売
を
主
目
的
と
す
る
物
産
展
等

へ
の
出
展

②
海
外
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
を

対
象
と
し
た
販
路
開
拓
事
業

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
29
年
度
内
に

事
業
を
完
了
す
る
こ
と
。

※

予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
に
受
付

　

(

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了)

　

対
象
経
費
や
補
助
金
額
な
ど
の
詳

し
い
内
容
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

産
業
振
興
課

（
内
線
２
７
１
）　

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
さ
れ

た
方
で
、
お
渡
し
が
可
能
と
な
っ
た

方
に
対
し
て
、
交
付
通
知
書
（
は
が

き
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
通

　

市
内
在
住
の
方
で
、

自
力
で
理
容
店
に
出

向
く
こ
と
が
困
難
な

方
に
、
理
容
師
が
自
宅
ま
で
訪
問
し

て
調
髪
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

高
齢
介
護
課
（
内
線
３
４
７
）

　

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や

援
助
者
の
方
に
対
し
て
、
介
護
方
法

や
介
護
予
防
、
健
康
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
、
知
識
や
技
術
を
習
得
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

有
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

℡
88
ー
２
７
５
０

　

有
田
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
82
ー
２
５
６
５

　

市
内
で
三
世
代
が
定
住
す
る
こ
と

を
促
進
す
る
た
め
、
市
外
在
住
の
こ

ど
も
世
帯
が
市
内
の
親
世
帯
と
同
居

ま
た
は
近
居
す
る
た
め
に
市
内
で
住

宅
を
取
得
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の

２
分
の
１
（
上
限
20
万
円
）
に
つ
い

て
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
の
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降

に
工
事
請
負
契
約
ま
た
は
売
買
契
約

を
行
っ
た
住
宅
で
す
。詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

経
営
企
画
課
（
内
線
３
２
３
）

訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス

三
世
代
定
住
等
支
援
事
業

販
路
開
拓
支
援
事
業
補
助
金

個
人
番
号
カ
ー
ド
受
取
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
日
開
庁

家
族
介
護
教
室
に

　
　
　
　
　

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

問問問

問

問

問問問

申
・
問

コ
ン
ポ
ス
ト（
生
ご
み
処
理
容
器
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貸
与
制
度

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト（
ス
モ
ッ
グ
）

　
　
　
　
　
　
　

特
別
監
視
実
施
中

啓
　
　
発

６
月
は
「
環
境
月
間
」
!!　

　
〜
身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
〜

和
歌
山
か
ら

　
　

 
不
法
滞
在
者
を
な
く
そ
う

ARIDA　2017. ６ ⑥

い
な
い
方
。

注
意
事
項

○
前
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受

け
ら
れ
た
方
は
、
今
年
度
は
脳

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
脳
外
科
で
診
療
を
受
け
て
い
る

方
、
体
内
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や

金
属
を
入
れ
て
い
る
方
は
脳
ド
ッ

ク
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
締
め

切
り
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク
　
自
己
負
担
額

有
田
市
立
病
院　
　
　
６
，０
０
０
円

桜
ヶ
丘
病
院　
　
　
　
６
，３
７
０
円

■
脳
ド
ッ
ク
　
自
己
負
担
額

有
田
市
立
病
院　
　
１
０
，０
０
０
円

国
保
日
高
総
合
病
院　
８
，６
０
０
円

　
　
　
　

健
康
課
（
内
線
２
５
７
）

　

現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に
『
現
況
届
』
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

養
育
の
状
況
な
ど
、
手
当
を
引
き
続

き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続

き
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
け
れ

ば
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

児
童
手
当
額
（
一
人
当
た
り
月
額
）

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

３
歳
未
満　
　
一
律
１
５
，０
０
０
円

３
歳
以
上 

中
学
生
修
了
前

　

１
０
，０
０
０
円

　
　

健
康
課
（
内
線
３
４
３
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー
℡
82
ー
３
２
２
３

受
付
期
間　

７
月
３
日
（
月
）
〜

10
月
31
日
（
火
）

受
診
期
間　

７
月
〜
平
成
30
年
２
月

必
要
な
も
の　

後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
・
印
鑑

対
象

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
で
、
有
田
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
方
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納

が
な
い
方
。

○
今
年
度
に
特
定
健
診
及
び
和
歌
山

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

実
施
す
る
健
康
診
査
を
受
診
し
て

児
童
手
当
現
況
届
の

　
　
　
　
　

 

提
出
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金

問
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
　
　

 

１
日
ド
ッ
ク
助
成
制
度

お
し
ら
せ

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

（
第
３
子
以
降
は
１
５
，０
０
０
円
）

※

第
３
子
以
降
と
は
高
校
卒
業
ま
で

（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）
の
養
育
し
て
い
る

児
童
の
う
ち
、
３
番
目
以
降
を
い

い
ま
す
。

中
学
生　
　
　
一
律
１
０
，０
０
０
円

　

所
得
制
限
限
度
額
（
表
参
照
）
以

上
の
方
に
つ
い
て
は
、
児
童
１
人
あ

た
り
の
支
給
額
が
月
額
５
，０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

※

１
名
増
加
す
る
ご
と
に
限
度
額
に

　

38
万
円
加
算

※

扶
養
者
に
老
人
扶
養
の
人
数
を
含

む
場
合
は
、
１
名
に
つ
き
６
万
円

加
算

　
　

福
祉
課
（
内
線
２
８
３
）

■
平
成
29
年
度
年
金
額

　

公
的
年
金
の
年
金
額
は
今
年
度
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
老
齢
基
礎
年
金
（
満
額
支
給
の
場

合
）、
遺
族
基
礎
年
金
、
障
害
基

礎
年
金
２
級

７
７
９
，３
０
０
円

◎
障
害
基
礎
年
金
１
級

９
７
４
，１
２
５
円

■
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
死

亡
さ
れ
た
と
き

○
未
支
給
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

　

年
金
は
死
亡
し
た
月
分
ま
で
支
払

わ
れ
ま
す
。
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ

れ
る
べ
き
年
金
が
あ
る
と
き
、
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
の
方
に
支

払
わ
れ
ま
す
。

添
付
書
類
等

①
年
金
証
書
（
亡
失
の
場
合
は
添
付

で
き
な
い
理
由
）

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る

書
類
。
請
求
者
の
住
民
票
・
戸
籍

謄
本
（
抄
本
）
等

③
そ
の
他　

認
め
印
・
請
求
者
の
預

金
通
帳
（
現
物
）

④
世
帯
が
別
の
時
は
生
計
同
一
証
明

■
死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と

し
て
保
険
料
を
納
め
た
月
数
が
36
月

以
上
あ
る
被
保
険
者
が
、
老
齢
・
障

害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け
な
い

ま
ま
死
亡
し
た
と
き
、
死
亡
者
と
生

計
を
同
一
に
し
て
い
た
遺
族
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
方
の
死
亡
に
よ
り

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族

が
い
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を

納
め
た
月
数
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い

ま
す
。（
12
万
円
〜
32
万
円
）
な
お
、

付
加
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
36
月

以
上
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
８
，５

０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※

死
亡
か
ら
２
年
経
過
す
る
と
、
請

求
が
時
効
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所 

　

℡
０
７
３
ー
４
４
７
ー
１
６
６
０

　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

■
特
定
健
診

対
象
者　

40
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者

内
容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・

血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
心
電
図
・

血
液
検
査

■
が
ん
検
診

対
象
者　

今
年
度
に
40
歳
以
上
に
な

る
有
田
市
民

検
診
種
別　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

胸
部
・
乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

※

今
年
度
に
受
診
で
き
る
検
診
は
、

が
ん
検
診
無
料
受
診
券
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

受
診
券
は
５
月
上
旬
に
発
送
し
て

い
ま
す
。

Arida  Information
人口・世帯数

（平成29年5月1日現在）
人口 29,031人（前月比－76人）
男　13,848人　女　15,183人
世帯数　11,878戸

～有田市からのおしらせ～

申
・
問

問

問

受付時間　8時～ 9時　※無料です。
※事前に電話にてお申込みください。

実施日 場　所 申込締切日

山地コミュニティ
センター

７月７日（金）

７月14日（金）

７月19日（水）

７月25日（火）

６月26日（月）

７月３日（月）

７月６日（木）

７月12日（水）

保田公民館

糸我公民館

福祉館なごみ

扶養親
族の数 所得額

０人
１人
２人
３人

622万円
660万円
698万円
736万円

受
け
て
安
心
！

受
け
て
ナ
ッ
ト
ク
！
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■
第
９
回
市
民
公
開
講
座
開
催

日
時　

６
月
30
日
（
金
）

19
時
〜
20
時
30
分

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

　
「
な
ぜ
運
動
は
心
臓
に
い
い
の
か
？
」

　
　
　

〜　
予
防
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ま
で　
〜

　
　
　
　
　
　

市
立
病
院　

循
環
器
科

　
　

野
澤　
有
紀　

医
師

　
「
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
」 　
　
　
　
　
　

〜　
予
防
・
検
診
か
ら
治
療
ま
で　
〜

　
　
　
　
　
　

市
立
病
院  

外
科　

 

竹
内　
昭
博　

医
師

※

入
場
無
料

★
市
民
公
開
講
座
講
演
中
の

　
お
子
様
の『
預
り
保
育
』を
実
施
し
ま
す
！

定
員　

先
着
５
名
（
事
前
予
約
制
）

預
り
時
間　

18
時
30
分
〜

市
民
公
開
講
座
終
了
ま
で

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

申
込　

市
立
病
院
庶
務
係

　
　

市
立
病
院　

庶
務
係

℡
82
ー
２
１
５
１

広告

Hospital Topics

■
市
民
法
律
相
談　

※

予
約
制

日
時　

６
月
20
日
（
火
）・
７
月
18
日
（
火
）

　
　
　

13
時
〜
16
時
20
分

場
所　

市
役
所
３
階
会
議
室

　
　

※

定
員
10
名　

※

弁
護
士
は
月
替
わ
り

　
　

市
民
課
（
内
線
２
４
４
）

■
行
政
・
人
権
相
談

日
時　

６
月
８
日
（
木
）・
７
月
13
日
（
木
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員　
石
井
志
通
男
・
吉
川
か
よ
子

石
井
志
通
男
委
員
が
近
畿
管
区
行
政
評
価

局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

（
６
月
）
大
浦
常
男
・
宮
本
直
樹

(

７
月
）
高
垣
明
子
・
栗
山
仁
美

　
　

市
民
課
（
内
線
２
４
４
・
３
６
８
）

■
教
育
相
談

日
時　

平
日　

９
時
〜

場
所　

教
育
委
員
会

　
　

教
育
委
員
会
（
内
線
５
１
２
）

■
青
少
年
相
談

日
時　

平
日　

８
時
30
分
〜

場
所　

市
役
所
４
階
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
０
１
２
０
ー
７
８
３
ー
７
８
２

℡
82
ー
３
５
９
１

■
家
庭
児
童
相
談

日
時　

月
〜
木　※

平
日
の
み　
９
時
〜
16
時

場
所　

家
庭
児
童
青
少
年
相
談
室

　
　

家
庭
児
童
青
少
年
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
82
ー
３
７
１
１

■
消
費
生
活
相
談

日
時　

毎
週
月
曜　

※

祝
日
除
く

　
　
　

13
時
〜
16
時

場
所　

市
役
所
２
階
人
権
相
談
室　

※

電
話
相
談
も
可

　
　

産
業
振
興
課　

℡
83
ー
０
２
２
５

日
時　

６
月
27
日
（
火
）
13
時
〜
16
時

場
所　

市
役
所
３
階
第
２
会
議
室　

対
象
者　

離
婚
、
相
続
、
多
重
債
務
な
ど
で

お
困
り
の
方
で
、法
律
相
談
援
助
要
件（
収

入
、
預
貯
金
額
に
制
限
あ
り
）
に
該
当
す

る
方

申
込
期
間　

５
月
29
日（
月
）〜
６
月
26
日（
月
）

９
時
〜
17
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）（
先
着
順
）

　
　
　
　

法
テ
ラ
ス
和
歌
山

℡
０
５
０
ー
３
３
８
３
ー
５
４
５
７

　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張
相
談
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

日
時　

７
月
６
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
所　

市
役
所
４
階
会
議
室

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
予
約

願
い
ま
す
。

　
　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

℡
０
７
３
ー
４
４
７
ー
１
６
６
０

　

６
月
26
日
〜
７
月
２
日
は
全
国
一
斉
「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
で
す
！

相
談
内
容　

子
ど
も
に
関
す
る
人
権

受
付
時
間

　

６
月
26
日
（
月
）
〜
６
月
30
日
（
金
）

８
時
30
分
〜
19
時

　

７
月
１
日
（
土
）
〜
７
月
２
日
（
日
）

10
時
〜
17
時

℡
０
１
２
０
ー
０
０
７
ー
１
１
０

（
全
国
共
通
・
無
料
）

問

問

問問問問問問

そ
う
だ
ん

法
テ
ラ
ス
和
歌
山　

巡
回
法
律
相
談

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

強
化
週
間

年
金
相
談

申
・
問

平
成
29
年
春
の
叙
勲
受
章
者

本
市
か
ら
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
隆
敎　
氏

　
　
　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い

と
う

た
か
の
り

の

ざ
わ

ゆ

き

た
け
う
ち

あ
き
ひ
ろ

い
し
い

よ
し
か
わ

お
お
う
ら
つ
ね
お

み
や
も
と
な
お
き

た
か
が
き
あ
き
こ

く
り
や
ま
ひ
と
み

し

づ

お
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家
庭
の
ご
み
な
ど
を
空
地

で
燃
や
し
て
い
る
方
が
お
り
、

「
煙
で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」

「
洗
濯
物
が
く
さ
く
な
る
」
と
い
っ
た
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
、
悪
臭
や
煙
な
ど
に
よ

る
近
隣
住
民
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
有
害

物
質
が
発
生
し
、
健
康
へ
の
影
響
も
心
配
さ

れ
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
一
斗
缶
、
簡
易
焼
却
炉
に
よ

る
ご
み
の
焼
却
は
「
野
焼
き
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
一
部
例
外
を
除
き
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

安
易
な
焼
却
は
行
わ
ず
、
家
庭
ゴ
ミ
は
指

定
袋
に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
各
収
集
日
に
出

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

　

毎
年
４
月
中
旬
か
ら
５
月
中
旬
ま
で
の
間
、

子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公
園
内
に
こ
い
の

ぼ
り
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
は
、

皆
様
か
ら
ご
寄
付

い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。
ご
家
庭
で

※

資
格
を
有
す
る
方
は
、
資
格
免
許
等
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

②
と
③
は
重
複
し
て
申
込
み
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

総
務
課
（
内
線
２
１
２
）

仕
事
内
容
に
つ
い
て
は
、

　

有
田
市
図
書
館　

℡
82
ー
３
２
２
０

募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
（
平
月
要
員
）

受
付
期
間　

６
月
22
日
（
木
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
（
平
成
29
年

９
月
１
日
現
在
）、
自
衛
隊
法
第
38
条
第

１
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
方
で
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
男
子
及
び
女
子

試
験
日　

６
月
24
日
（
土
）
予
定

試
験
会
場　

和
歌
山
地
方
協
力
本
部

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82
ー
６
６
３
１

開
催
日　

６
月
17
日
（
土
）

　

９
時
〜　

特
産
品
・
農
産
品
販
売

９
時
30
分
〜　

鮮
魚
販
売
入
場
整
理
券
配
布

　

10
時
〜　

鮮
魚
販
売（
売
切
れ
次
第
終
了
）

※

天
候
不
良
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
中
止
の
場
合

は
、
テ
レ
ビ
和
歌
山
ｄ

ボ
タ
ン（
市
町
村
情
報
）

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
２
）

不
要
な
こ
い
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

寄
付
く
だ
さ
い
。
ふ
た
た
び
大
空
で
元
気
に

泳
が
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ご
寄
付
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

建
設
課
（
内
線
３
３
８
）

①
司
書
ま
た
は
事
務
補
助
員

採
用
人
員　

１
名

採
用
期
間　

７
月
３
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　

９
月
30
日
（
土
）（
更
新
あ
り
）

応
募
資
格　

司
書
資
格
を
有
す
る
方
（
司
書

の
場
合
）・ 

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）
が
出
来
る
方

給
与
等　

司
書‥

日
額
６
，６
０
０
円

　
　
　
　
事
務
補
助
員‥

日
額
６
，４
０
０
円

※
超
過
勤
務
手
当
・
通
勤
手
当
（
交
通
用
具

使
用
、
片
道
２
㎞
以
上
）、
雇
用
保
険
、

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
あ
り

勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
週
５
日
勤
務
）

※

休
日
は
火
曜
・
指
定
休
日

業
務
内
容　

図
書
館
行
事
等
の
企
画
、
資
料

整
理
業
務
（
書
架
整
理
及
び
資
料
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
登
録
）、
そ
の
他
図
書
館
業
務

全
般

②
パ
ー
ト
事
務
補
助
員

採
用
人
員
及
び
勤
務
時
間

○
９
時
〜
12
時
30
分
【
３
名
】

○
12
時
20
分
〜
15
時
50
分
【
３
名
】

○
15
時
40
分
〜
19
時
10
分
【
３
名
】

（
週
４
日
勤
務
）

※

休
日
は
火
曜
及
び
指
定
休
日
２
日

採
用
期
間　

７
月
21
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　

９
月
30
日
（
土
）（
更
新
あ
り
）

応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
）
が
出
来
る
方

給
与
等　

事
務
補
助
員‥

時
給
８
２
６
円

※

超
過
勤
務
手
当
・
通
勤
手
当
（
交
通
用
具

使
用
、
片
道
２
㎞
以
上
）、
雇
用
保
険
、

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
な
し

業
務
内
容　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
（
図

書
貸
出
・
返
却
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
来
館

者
へ
の
応
対
）、
そ
の
他
図
書
館
業
務

③
事
務
補
助
員
（
図
書
館
移
転
に
伴
う

資
料
整
理
）

採
用
人
員　

10
名
程
度

採
用
期
間　

７
月
３
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　

７
月
14
日
（
金
）（
更
新
な
し
）

応
募
資
格　

特
に
な
し

給
与
等　

事
務
補
助
員‥

日
額
６
，４
０
０
円

※

超
過
勤
務
手
当
・
通
勤
手
当
（
交
通
用
具

使
用
、
片
道
２
㎞
以
上
）、
雇
用
保
険
、

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
な
し

勤
務
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
週
５
日
勤
務
）

※

休
日
は
土
曜
・
日
曜

業
務
内
容　

書
籍
の
運
搬
等
移
転
に
伴
う
作
業
・

配
架
作
業（
書
籍
を
本
棚
に
並
べ
る
作
業
）

【
共
通
】

就
業
場
所　

 

有
田
市
図
書
館

試
験
日
等　

６
月
下
旬
、
市
役
所
会
議
室
に

て
面
接
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
試
験
日
程

等
に
つ
い
て
は
、
申
込
締
切
後
に
ご
連
絡

し
ま
す
。

受
付
期
間　

〜
６
月
20
日
（
火
）

　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

郵
送
は
６
月
20
日
（
火
）
必
着

申
込
先　

市
役
所
４
階　

総
務
課
人
事
係

※

申
込
書
は
、所
定
の
物
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生　

募
集

問

問

問 問

啓
　
　
発

「
野
焼
き
」
は
迷
惑
行
為
で
す

募
　
　
集

こ
い
の
ぼ
り
の
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

イ
ベ
ン
ト

箕
島
漁
港
と
れ
ピ
チ
朝
市

図
書
館
臨
時
職
員　

募
集

申
・
問

6月1日～7日は水道週間です。
スローガン『あたりまえ そんなみずこそ たからもの』

6月23日～29日は男女共同参画週間です。
内閣府キャッチフレーズ『男で○、女で○、共同作業で◎。』

平
成
29
年
度

　

市
県
民
税
・
普
通
徴
収
（
１
期
）

　

納
期
限
は
６
月
30
日
（
金
）
で
す
。
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広告

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
音
声
ガ
イ
ド
が
あ
る

の
で
、
初
め
て
の
人
で
も
簡
単
に

使
え
ま
す
が
、
一
度
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
操
作
経
験
が
あ
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
、

迅
速
に
対
応
で
き
ま
す
よ
ね
。

　

消
防
本
部
で
は
、
毎
年
救
急
の
日
の
啓
発

活
動
と
し
て
、
普
通
救
命
講
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
の
ほ
か
、
心
肺

蘇
生
法
や
止
血
法
な
ど
も
行
い
ま
す
。

日
時　

９
月
９
日
（
土
）
９
〜
12
時
予
定

場
所　

消
防
本
部
５
階

　

こ
の
他
に
も
５
名
以
上
の
申
込
み
が
あ
れ

ば
随
時
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

消
防
本
部　

℡
83
ー
３
１
１
９

　

市
内
の
公
共
施
設
で
は
、

■
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校　

■
各
公
民
館

■
市
役
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー

■
体
育
セ
ン
タ
ー　

■
福
祉
館
な
ご
み

■
マ
ツ
ゲ
ン
有
田
球
場　

■
有
田
警
察
署　

等
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
中
、
一
般
市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
蘇

生
を
は
か
っ
た
傷
病
者
の
、
一
ヶ
月
後
の
生

存
率
は
54
％
で
し
た
。
一
方
、
心
肺
蘇
生
を

実
施
し
な
か
っ
た
場
合
の
生
存
率
は
９
．２
％
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
、救
急
隊
員
で
な
く
て
も
、

医
者
で
な
く
て
も
、
救
え
る
命
が
あ
る
こ
と

を
、
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ｉ
」
と
い
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
有
効
活

用
を
試
み
た
研
究
が
あ
り
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ｉ
」
の
「
ｉ
」
と
は
、
イ
ン
ト

ロ
デ
ュ
ー
ス
＝
誘
導
で
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ｉ
」は「
片

道
で
や
っ
て
く
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
」を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
従
来
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
加
え
、
消
防
署
か
ら
の
遠

隔
操
作
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
ア
ラ
ー
ト
を
鳴
ら
す

シ
ス
テ
ム
で
す
。Ａ
Ｅ
Ｄ
周
辺
の
人
に
手
に

取
っ
て
も
ら
い
、Ａ
Ｅ
Ｄ
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
地

図
誘
導
に
よ
り
、
片
道
で
、
現
場
へ
と
迅
速

に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ｉ
」
に
つ
い
て
は
消
防
署
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
ス
ー
パ
ー
と
協
力
し
、
実
証

実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
現
場
へ

の
到
着
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
結
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
仕
組
み
を
考
え
た
の
は
、
智
辨
学
園

和
歌
山
高
等
学
校
２
年
生
の
岡
田
紗
季
さ
ん

で
す
。岡
田
さ
ん
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

「
全
国
高
校
生
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ワ
ー

ド
２
０
１
６
」
で
最
高
賞
で
あ
る
文
部
科
学

大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
今
後
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ｉ
」
の
有

効
性
を
さ
ら
に
精
査
し
、
実
現
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

最高賞を受賞した岡田さん

や
っ
て
く
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

申
・
問

　ＡＥＤは、心停止を起こして倒れた人に、
その場に居合わせた人が蘇生をはかる医療機
器です。
　平成２７年中に、一般の方が目撃した心原
性心肺機能停止者は、約２万５千人。ところ
が、使用率は、わずか４.５％でした。
　ＡＥＤをもっと身近に。
　大切ないのちのために。

AED救命  生存率54％

だ

お
か

き

さ

べ
ん

ち
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広告

★開架スペースは現在の約３倍の広々 860㎡！
★書籍の数は約10万冊！
　　新しい本もたくさん入荷いたします。
★閲覧席は約120席
★わくわくのもり（赤ちゃんえほんのコーナー）
　　靴をぬいで赤ちゃんと一緒に、ゆっくりえほんを
　　楽しめるコーナーです。
★グループ学習室
　　グループでの調べ物や研究に使っていただけます。
★利用者用インターネット端末を設置
★自動貸出機　借りたい本をセルフで借りられます！

移転作業のため、７月28日（金）まで休館中です。
新聞は７月28日（金）まで、雑誌の最新号は６月30日（金）
まで、文化福祉センター３階談話コーナーでご覧いただ
けます。
※毎週火曜日は利用できません。
　休館中に図書を返却される場合は、旧図書館入口横の
返却ポストに図書のみを入れてください。
　新図書館では、みなさまに親しんでいただける図書館
作りをめざします！
　開館までしばらくお待ちください。

7月29日（土）開館！！
　　新しい有田市図書館は、こんな施設です！！

連
載
企
画

念
仏
行
者 

徳
本
さ
ん

２
．
有
田
の
み
か
ん
を
救
う

　
「
有
田
み
か
ん
」
と
い
え
ば
、
だ
れ
で
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
県
外
か

ら
資
料
館
へ
脚
を
運
ば
れ
た
方
に
「
有
田
は

み
か
ん
が
有
名
だ
ね
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

徳
本
さ
ん
が
生
き
た
江
戸
時
代
も
有
田
は
み

か
ん
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
て
、
多

く
の
人
が
み
か
ん
の
栽
培
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

徳
本
さ
ん
が
宮
原
に
い
た
こ
ろ
、
宮
原
一

帯
の
み
か
ん
畑
で
は
大
量
の
虫
が
発
生
し
ま

し
た
。
み
か
ん
の
樹
は
、
虫
で
覆
い
尽
く
さ

れ
黒
く
見
え
た
と
い
い
ま
す
。
樹
々
は
枯
れ

て
し
ま
い
、
み
か
ん
が
実
ら
な
い
年
が
数
年

続
き
ま
し
た
。
心
を
痛
め
た
徳
本
さ
ん
は
、

終
日
樹
々
の
間
を
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
歩
き

回
り
ま
し
た
。
す
る
と
い
つ
の
間
に
か
虫
た

ち
は
姿
を
消
し
、
み
か
ん
の
樹
々
は
元
気
を

取
り
戻
し
、
人
々
は
徳
本
さ
ん
に
感
謝
し
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
徳
本
さ
ん
は
、
な
ぜ
宮
原
に
い

た
の
で
し
ょ
う
か
？

徳本行者坐像
（西法寺所有）

じほうさい

ほんとく

徳本名号
（西法寺所有）

【基本情報】
場所　　　有田市民会館２階
開館時間　平日（火曜日を除く）９時30分～19時
　　　　　土・日・祝日　　　　９時30分～17時
休館日　　・毎週火曜日
　　　　　・年末年始（12月29日～翌年１月３日）
　　　　　・館内整理日（毎月月末）
　　　　　　※月末が火曜日にあたる場合はその
　　　　　　　週の水曜日
　　　　　・特別整理期間
電話番号　82－3220
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この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インキを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

広
報
あ
り
だ
6
月
号
　
2017

年
６
月
１
日
発
行

より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

有田川クリーン作戦は、今年で20回目となります。
一人ひとりが環境美化に取り組むことで、美化意識の向上を図り、
自分たちの住む有田市を美しいまちにしましょう。
今年も多くの方々のご参加・ご協力をお願いします。
※集合場所については、お住まいの自治会等にお問合せください。
※小雨決行（悪天候により中止する場合は放送でお知らせします）

有田川クリーン作戦は、今年で20回目となります。
一人ひとりが環境美化に取り組むことで、美化意識の向上を図り、
自分たちの住む有田市を美しいまちにしましょう。
今年も多くの方々のご参加・ご協力をお願いします。
※集合場所については、お住まいの自治会等にお問合せください。
※小雨決行（悪天候により中止する場合は放送でお知らせします）

　人口約170人の矢櫃地区は、65
歳以上が占める高齢化率や住居の
空き家率とも40％を超えています。
昨年度に和歌山大学の学生が当地
区の各世帯に行ったアンケート調
査結果によりますと、「外から人
が来ることを良いと思う」と回答

された方が８割以上に及びました。
　私は、地域の方々による前向きな思いがなければ、
移住を促進するプロジェクトの意味はないものと考え
ております。また、「どのような方々に来てもらいた
いか」ということも成否の鍵として重要視しています。
その方々と地域住民との交流のための拠点として、眺
めの良い場所に建てられた民家をご寄付いただきまし
た。そこを暮らし体験ができるように改築し、その１

階部分には交流スペースを設け、７月からオープンす
る予定です。
　そこから見える急峻な町並みは、狭隘な坂道によ
り、子どもたちにとっては車の通行を気にしなくて良
い遊び場です。また、私たち大人にとっても、初代紀
州藩主徳川頼宣公ゆかりの歴史文化やノスタルジック
な趣を感じる素敵な場所です。
　このプロジェクトにより、プラス面を磨き上げ、地
域の価値をさらに創造し来訪者の増加に繋げること
で、人と人との交流が活発となり、地域活性を実現さ
せたいと考えています。そして、今後はこのプロジェ
クトに賛同される方々による矢櫃地区ならではの個性
を生かしたイベントや取り組みにより、人が集い交流
を重ねることで想定を超えるイノベーションが起きる
ことを期待しています。 有田市長　望月 良男

がわ より のぶ

きょうあい

とく
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